
                                               

         
 

     
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
十
二

年
に
改
正
さ
れ
た
国
の
社
会
福
祉
法

に
基
づ
き
、
千
葉
市
が
区
ご
と
に
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
積
み
上
げ
て
市
の
地
域
福
祉
計 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
              

画
を
策
定
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。工
程
表
で
は
十
六
年
度
、

十
七
年
度
の
二
年
間
か
け
て
計
画
を

策
定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
の
問
題
は
、
従
来
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
中
心
の
や
り
方
で
は
限
界
が

あ
り
、
公
・
民
の
共
同
作
業
で
「
共

に
支
え
合
い
助
け
合
う
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
が
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
は
、

公
募
委
員
、要
支
援
者
、地
域
住
民
、

福
祉
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る
人
な 

              

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

・
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
学
校
開

放
を
！ 

 

学
校
を
開
放
し
て
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
学
校
に
吸
収
し
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
な
い
児
童
も
遊
ん
で
よ
い
こ
と

と
す
る
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
し
、
学
校
で
は

な
く
、
行
政
が
責
任
を
負
う
。
実
現

の
た
め
に
は
、「
学
校
の
敷
地
は
地
域

の
財
産
で
あ
り
、
地
域
の
た
め
に
使

用
す
る
べ
き
」
と
の
考
え
方
で
学
校

側
の
意
識
を
改
革
し
て
も
ら
う
。 

・
地
域
住
民
の
「
交
流
館
」
を
！ 

 

小
中
台
保
健
セ
ン
タ
ー
が
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
た
後
の
建

物
を
、
地
域
の
誰
も
が
利
用
で
き
る

「
地
域
の
交
流
館
」
と
し
、
交
流
の

場
の
拠
点
に
す
る
。 

・「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
に
運
営
委
員

会
を
！ 

 

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
を
利
用
し

よ
う
と
思
っ
て
も
、
歩
く
の
が
辛
い

人
は
利
用
し
に
く
い
。
巡
回
バ
ス
は

無
理
か
。
囲
碁
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
は
、
新
し
い
人
が
な
か
な
か
参

加
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。地
域
の
意
見
を「
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
」
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
「
運
営
委
員
会
」
を
設
け
て
は

ど
う
か
。 

・「
成
年
後
見
制
度
」
を
社
会
福
祉
協

議
会
で 

 

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
（
痴
呆

性
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
な
ど
）
を
法
律
的
に
保
護
し
、

支
え
る
制
度
で
、
裁
判
所
が
選
ん
だ

援
助
者
が
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
、
必
要
な
代
理
行
為
、
た
と

え
ば
財
産
管
理
な
ど
を
行
な
う
制
度
。

そ
れ
を
社
会
福
祉
協
議
会
が
扱
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
。 

 

報
告
さ
れ
た
の
は
ご
く
一
部
で
、

「
稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
」
地
区
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
十
八
名
の
委
員
を
二

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
次
の
課
題
を
順

次
検
討
し
て
い
ま
す
。 

① 

交
流
・
居
場
所
・
社
会
参
加
② 

子
育
て
支
援 

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
・
在
宅
ケ
ア
・
身
近
な
生
活
支

援
・
自
立
支
援 

④
安
全 

⑤
就
労 

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
。 

 

稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
地
区
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
委
員
は
以
下
の
と
お
り
。 

飯
田 

子
（
委
員
長
）、
伊
藤
忠
房
、

漆
原
和
世
、
大
坂
雄
生
、
押
尾
衛
、 

神
田
勇
、
木
本
清
子
、
栗
田
喜
久
雄
、

波
平
美
紀
、
原
八
代
重
、
福
瀧
健
一
、

藤
川
勇
、
藤
田
和
子
、
牧
野
弘
子
、

町
田
隆
子
、松
井
利
之
、山
崎
一
夫
、

横
澤
妙
子
。 

  
 

  
・「
居
場
所
・
交
流
・
社
会
参
加
・
交

通
」
の
解
決
策 

誰
で
も
、
気
軽
に
、
安
全
に
参
加

で
き
る
場
所
を
め
ざ
し
て
。 

（
高
齢
者
の
居
場
所
・
交
流
）
身
近

で
気
楽
な
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
教
職
員
住
宅

の
空
き
家
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
化
を
図
る
。 

（
高
齢
者
・
障
害
者
の
交
流
の
場
の

確
保
）
学
校
を
開
放
し
た
り
、
自
治 

会
館
や
市
営
住
宅
の
空
き
部
屋
を
利

用
す
る
。 

（
社
会
参
加
）
日
常
的
に
障
害
者
児

を
見
か
け
る
社
会
に
し
た
い
。
家
に

こ
も
り
が
ち
な
障
害
者
児
の
親
の
考

え
方
を
変
え
て
い
く
。
人
と
接
す
る

機
会
を
増
や
す
。
そ
れ
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
が
必
要
。 

（
交
通
）「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
等
の

送
迎
バ
ス
の
有
効
利
用
を
図
る
。
空

き
時
間
の
活
用
、
交
通
の
便
が
よ
く

な
い
地
域
で
の
活
用
な
ど
。 

・「
身
近
な
生
活
支
援
・
緊
急
時
の
支

援
・
見
守
り
」
の
解
決
策 

（
障
害
者
児
に
関
す
る
こ
と
）
親
が

か
り
で
な
い
一
連
の
制
度
が
ほ
し
い
。

養
護
学
校
卒
業
後
の
施
設
が
不
足
し

て
い
る
。学
校
を
開
放
で
き
な
い
か
。 

・「
人
材
育
成
・
福
祉
教
育
・
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

解
決
策 

（
高
齢
者
）
施
設
で
は
自
分
で
動
け

る
人
で
も
、
介
護
者
が
車
椅
子
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
寝
た
き

り
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
が
必
要
。

在
宅
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要
。 

（
障
害
者
）
知
的
障
害
者
は
一
般
の

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
。
学
校

の
行
事
な
ど
で
接
す
る
場
を
設
け
、

一
般
の
人
が
意
識
を
広
げ
ら
れ
る
よ

う
な
機
会
を
作
る
。身
体
障
害
者
は
、

困
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
手
を
貸
し

て
も
ら
え
な
い
。
心
の
触
れ
合
う
場

を
い
か
に
設
け
て
い
く
か
が
大
切
。 

・「
ハ
ー
ド
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
解

決
策 

 

最
低
で
も
、
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
住
民
が
集

う
場
所
は
、
全
館
、
車
椅
子
を
使
え

る
よ
う
に
す
る
。 

・「
情
報
」
の
解
決
策 

 

障
害
者
同
士
が
集
え
る
場
所
が
も

て
な
い
。
守
秘
義
務
が
壁
に
な
り
、

誰
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
も
教
え

て
も
ら
え
な
い
。
自
治
会
の
中
に
、

地
域
を
把
握
し
て
福
祉
関
係
に
責
任

を
持
つ
世
話
役
を
立
て
、民
生
委
員
、

育
成
委
員
な
ど
が
自
治
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作

る
。子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
図
書
、

広
告
、
看
板
な
ど
を
一
掃
す
る
意
見

書
を
出
す
必
要
が
あ
る
。 

    

・「
交
流
・
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
社
会
参
加
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

の
解
決
策
の
検
討 

（
高
齢
者
の
交
流
）
町
内
会
の
行
事

に
出
た
が
ら
な
い
人
が
多
い
。
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
者
も
少
な
い
。
そ

れ
は
、
高
齢
者
と
い
っ
て
も
年
齢
、

家
族
構
成
、
経
済
状
態
な
ど
に
よ
っ

て
温
度
差
が
あ
る
か
ら
だ
。
行
政
と

民
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
し
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

む
こ
と
を
希
望
す
る
。 

（
障
害
者
に
つ
い
て
）
視
覚
障
害
者

に
と
っ
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
の
し
に
く
さ
、買
い
物
の
不
便
さ
、

生
活
用
品
の
説
明
書
の
配
慮
の
な
さ

な
ど
が
困
っ
た
こ
と
。
聴
覚
障
害
者

は
せ
め
て
大
き
な
駅
で
は
手
話
通
訳

者
を
置
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ま
た

知
的
障
害
者
は
学
校
卒
業
後
の
行
き

先
が
な
い
。
施
設
数
が
足
り
な
い
。

市
と
し
て
施
設
を
増
や
す
等
の
受
け

皿
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。 

 

地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
今
後
、

障
害
者
の
生
活
実
態
の
把
握
、
高
齢

者
の
孤
独
死
の
問
題
、
独
居
の
高
齢

者
の
ご
み
出
し
の
問
題
等
を
取
り
上

げ
て
い
く
予
定
。 

    

次
の
９
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
討
。 

①
居
場
所
づ
く
り 

②
社
会
参
加
・

稲
毛
区
で
、
四
地
区
（「
山
王
・
草
野
」「
千
草
台
中
学
校
・
緑
が
丘
」「
轟
穴

川
・
三
〇
一
」「
稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
」）
に
分
か
れ
て
稲
毛
区
の
福
祉
の
課

題
を
討
議
す
る
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
十
六
年
四
月
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
現
時
点
で
の
討
議
内
容
を
発
表
す
る
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

十
月
二
十
四
日
午
前
九
時
半
か
ら
稲
毛
区
役
所
の
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

取
り
組
む
べ
き
福
祉
の
課
題
は
何
か
？ 

―
―
各
地
区
の
討
議
内
容
を
発
表
―
― 

稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
地
区
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
発
表 

山
王
・
草
野
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発

表 

千
草
台
中
学
校
・
緑
が
丘
地
区
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
発
表 

轟
穴
川
・
三
〇
一
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
発
表 
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稲毛区地区フォーラム ニュース ＮＯ．１ 

稲
毛
区
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 



自
立
支
援 

③
権
利
擁
護 

④
情
報

の
共
有 

⑤
見
守
り 

⑥
子
育
て
・

子
育
ち 

⑦
交
通
問
題
と
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー 

⑧
住
宅
政
策 

⑨
ボ
ラ
ン
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
。 

（
居
場
所
づ
く
り
）
場
所
（
施
設
）

は
あ
っ
て
も
、
対
象
者
が
限
定
的
で

あ
っ
た
り
、
参
加
す
る
人
が
い
つ
も

決
ま
っ
て
い
た
り
、
居
場
所
と
し
て

機
能
し
な
い
例
も
あ
る
。「
居
場
所
づ

く
り
」
と
は
、
孤
立
さ
せ
な
い
た
め

に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ

る
。他
の
都
市
の
状
況
を
調
べ
た
り
、

既
存
の
施
設
を
活
用
し
て
、
世
代
を

超
え
て
交
流
で
き
る
方
法
を
考
え
た

い
。 

（
社
会
参
加
・
自
立
支
援
）
市
民
の 

     

①
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
は
何
か 

 

②「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

へ 

③
「
協
働
」
と
い
う
こ
と 

④

デ
ン
マ
ー
ク
に
学
ぶ
こ
と 

⑤
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
道
―
―
の
順
で

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

① 

地
域
福
祉
計
画
で
大
切
な
の
は
、 

市
民
参
加
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
今
ま
で
さ
ん
ざ
ん
言
わ
れ
た
こ

と
で
す
が
、
た
だ
参
加
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
計
画

を
立
て
て
い
く
、「
参
加
か
ら
主
体

へ
」、
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
民
営
化
、
市
場
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

買
え
る
人
は
い
い
の
で
す
が
、
買
え

な
い
人
は
ど
う
す
る
の
か
。
行
政
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
中
で
相
互
扶
助
で
や

っ
て
い
く
、
生
活
の
権
利
を
守
っ
て

い
く
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

②
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス

へ
」を
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
、 

「
行
政
主
導
型
か
ら
市
民
主
導
型 

認
識
、
意
識
の
問
題
が
あ
る
。
困
っ

て
い
る
人
に
何
気
な
く
声
を
か
け
る

な
ど
、
助
け
合
い
が
で
き
な
く
な
っ 

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
し
つ
け
や
学
校
の
教
育
の
ほ

か
、周
り
に
障
害
者
が
い
な
い
の
で
、

接
し
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
後
の
課
題
）
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
、
あ

る
い
は
参
加
で
き
な
い
市
民
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
く
み
上
げ
る
か
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
の
問

題
に
関
心
の
薄
い
人
た
ち
を
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
も
、「
地
域
福
祉
計

画
」
策
定
の
う
え
で
重
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。 

    

へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
世
界

の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
一
極
集
中
か
ら
、
市
場
、
市
民

を
加
え
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ン
と
い

う
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、

文
字
ど
お
り
、
地
域
で
緑
づ
く
り
、

花
壇
づ
く
り
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
た
い

へ
ん
盛
ん
で
、
一
緒
に
花
を
植
え
た

り
、
木
を
植
え
た
り
と
、
協
働
作
業

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
が
よ

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
り
、
生
き
が
い

の
発
見
や
心
身
の
健
康
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
う
活
動
で
す
。 

④
デ
ン
マ
ー
ク
は
福
祉
国
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り

の
所
得
が
日
本
と
同
じ
く
ら
い
の
生

活
大
国
で
も
あ
り
ま
す
。
消
費
税
２

５
％
、
所
得
税
５
０
％
と
税
金
は
高

い
の
で
す
が
、そ
の
代
わ
り
教
育
費
、

医
療
費
は
タ
ダ
で
す
。こ
の
国
で
は
、

福
祉
に
関
し
て
「
自
己
決
定
」「
主
体

的
参
加
」「
影
響
を
与
え
る
」
の
三 

                     

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
痴
呆
性
の
高
齢
者
が
施

設
に
入
る
と
き
は
、
納
得
の
い
く
ま

で
説
明
し
て
自
己
決
定
す
る
。
精
神

障
害
者
は
個
室
を
与
え
ら
れ
、
イ
ン

テ
リ
ア
や
献
立
は
自
分
で
決
め
ま
す
。 

 

ま
た
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
齢
者
委
員
会
が
あ
っ
て 

委
員
は
地
域
を
回
っ
て
生
活
上
の
改

善
点
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
行
政
に

提
案
し
て
い
く
と
い
う
政
治
へ
の
主

体
的
な
参
加
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
て
、
私
た
ち
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い

制
度
だ
と
思
い
ま
す
。 

⑤
あ
る
雑
誌
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
利
用
し
た
高
齢
者
が
、
結
局
は

自
分
が
住
ん
で
い
た
家
に
戻
っ
て
き

た
と
い
う
話
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
方
は
、
病
で
倒
れ
た
他
の
入
居
者

を
見
て
、
自
分
の
終
の
棲
家
は
地
域

に
あ
っ
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
支
え
ら
れ
る
の
が
も
っ
と
も
安
心

で
き
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。（
講
演
要
旨
）（
文
責 

大
坂
） 

                      

各地区の発表を聞いている委員の皆さん。稲毛区４地

区合計で、６５名の方が計画策定に参加しています。 

（
講
演
） 

「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
」 

 
 

淑
徳
大
学
講
師 
 

山
本 

美
香 

＜みどりがくれる贈り物＞ 

●花やみどりがもつ不思議な力 

 『プラムおじさんの楽園』そして『リズ・クリスティガーデン』で、人々は花や
みどりからたくさんの贈り物をもらいました。それらの贈り物は、さらに多くの人

たちと分かち合うことで、みんなの暮らしをより豊かに、潤いのあるものにして
いきました。花やみどりには、何やら不思議な力が秘められているようです。 

 『プラムおじさんの楽園』を再び訪ね、住民たちがもらった数々の贈り物を
整理しながら、花やみどりが私たちの暮らしにもたらしてくれるさまざまな効果

や効用について、今一度考えてみることにしましょう。 
 まずはじめに、プラムおじさんは自分の家の庭づくり（ガーデニング）を通し

て、次のような贈り物をもらいました。 
＜ガーデニングから得られる効果・効用＞ 

・生きがいの発見 ・希望や目標の設定 ・心身の健康増進 ・園芸知識や
技術の習得 ・向上心の芽生え ・生活環境の向上 ・美意識の発達  

・幸せのおすそ分け ・友達づくりや、そのきっかけづくり・自信や誇りの創出 
・達成感、充足感の獲得 

 そして、次にお隣のポターさんや長屋の住民たちは、プラムおじさん庭から
次のような贈り物をもらいました。 

＜ガーデニングから得られる効果・効用＞ 
・美しい風景のおすそ分け（景観の共有化） ・やさしい競争心の芽生え 

・コミュニケーションの広がり・生活環境への気づき ・コミュニティ環境の向
上（点から線への広がり） 

 さらに、みんなで協働してつくり上げたコミュニティガーデンから、長屋の住
民たちは次のような贈り物をもらいました。 

＜コミュニティガーデンから得られる効果・効用＞ 
・コミュニティの絆づくり ・地域への愛着や誇りづくり ・コミュニティの個性づ

くり ・食べ物生産によるか経費の節約 ・エコロジーへの関心の高まり 
・生態系についての学び合い ・まちづくり活動の拠点づくり（線から面への

広がり） ・ヒューマン・ランドスケープの創出（人をなごませる環境デザイン）  
短いお話から読みとれる贈り物だけでも、こんなにたくさんありました。 

●みどりの贈り物に着目した、アメリカのコミュニティガーデン 

今度は、『リズ・クリスティガーデン』を訪ね、なぜアメリカ社会でコミュニティ
ガーデン活動が全米規模で盛んになっていったのかを探ってみることにしま

しょう。 
 アメリカのコミュニティガーデンは現在、ニューヨーク都市圏だけでも大小２

万か所をこえるといわれ、全米に点在するガーデンの組織はかなりの数に上
ります。これほどまでに広がりを見せたその背景には、１９８０年代以降、都市

の中心部に空き地が増え、生活環境が著しく荒廃しはじめたこと、自給自足
による生活費の節約や食べ物の安全性に対する関心の高まり、といったこと

があげられます。 
 けれども、理由はそれだけではありません。人々の心をとらえたのは、そこ

が『プラムおじさんの楽園』だったからにほかなりません。植物を育てることや
協働作業から得られる感動や喜び、さまざまな効果・効用を多くの人が身を

もって体感したことが大きな要因のひとつになりました。 
 「コミュニティは住民の手でつくるもの」という考えが市民層にいきわたって

いるアメリカ社会では、コミュニティガーデンは単に個人が花や野菜づくりを
楽しむ場所ではありません。花やみどりがもつ不思議な力やガーデニングを

通して得られる効果・効用を最大限に活用しながら、地域の抱えている問題
（たとえばホームレス、エイズ、貧困、非行、麻薬、環境やコミュニティの破

壊）を少しでも改善していくための、みどりのフィールドでもあるのです。 
 こうした目的のためにコミュニティガーデンが積極的に活用されているの

は、次のような魅力があるからです。 
＜コミュニティガーデンの魅力＞ 

・花やみどりは多くの人に愛され、受け入れられやすい ・高度な知識や技
術がなくても楽しめる ・大きな資金がなくてもはじめられる ・楽しみながら活

動がすすめられる ・比較的短時間で成果を得ることができる ・成果を多く
の人 と々分ち合える ・五感のすべてで楽しめる ・育てる、見る、食べる、加

工するなど、活用の範囲が広い ・コミュニケーションが広がり、密になる 
・協働作業を通して社会性が身につく ・環境やまちづくりへの関心が高ま

る ・ヒューマン・ランドスケープを創出する  
コミュニティガーデンの魅力やコミュニティガーデンが私たちにくれる贈り

物は、このほかにもまだまだたくさんあります。 
（出典：『コミュニティガーデンをつくろう』まちづくりセンター、１９９８年） 

 

☆ 




